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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　木管楽器のマウスピースにリード（１）を捻じれ及び／またはズレを防止して締め付け
るために、リード（１）にかかる応力（１４）の負荷により、リード（１）の対称軸また
は長軸（１ｆ）が、マウスピース（２）の表面の対称軸または長軸に合わせられるように
形成された受けブロック（４）を有するクラリネットまたはサキソフォンを含む木管楽器
用のリガチャーであって、受けブロック（４）が、リード（１）を応力フィッティングの
態様で、または、リード（１）の少なくとも一つの側部表面（１ｄ）と形状適合されるよ
うに構成され、マウスピース（２）に装着可能な事前組み立てされた組立構造（７、１９
）として使用するために形成され、リード（１）および該リードを保持する受けブロック
（４）を有し、リード（１）は受けブロック（４）またはリガチャーに対し、応力フィッ
ティングの態様、または、形状フィッティングと応力フィッティングの両方の態様で、受
けブロック（４）またはリガチャーのマウスピース（２）上への締め付けの前に、あらか
じめ定めたリガチャーに対する相対位置に装着可能であることを特徴とする、前記リガチ
ャー。
【請求項２】
　リード（１）上に押圧力（１４）を加えることによって捩れおよび／または滑りを防止
して、リード（１ｆ）の長手方向の対称軸（１ｆ）がマウスピース（２）の担持表面の対
称軸または長手方向と整列するように、クラリネットまたはサキソフォンを含む木管楽器
の、マウスピース（２）にリード（１）を締め付けるための木管楽器用リガチャーのため
の受けブロック（４）であって、
受けブロック（４）がリード（１）との応力フィッティング接続のための、および／また
はリード（１）の少なくとも一つの側部表面（１ｄ）との形状フィッティングを形成する
ための、機構（６、８）を有し、前記ブロックはマウスピース（２）に装着可能な事前組
み立てされた組立構造（７、１９）として使用するために形成され、該組立構造はリード
（１）および該リードを保持する受けブロック（４）を有し、リード（１）は受けブロッ
ク（４）またはリガチャーに対し、応力フィッティングの態様、または、形状フィッティ
ングと応力フィッティングの両方の態様で、受けブロック（４）またはリガチャーのマウ
スピース（２）上への締め付けの前に、あらかじめ定めたリガチャーに対する相対位置に
装着可能であることを特徴とする、前記ブロック。 
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【請求項３】
　請求項２に記載の受けブロック（４）であって、挿入可能なまたは挿入されたリード（
１）の側部表面（１ｄ）と応力フィッティングを形成するための、ばね作用を有する弾性
材料で形成された少なくとも一つの弓（８）を有することを特徴とする、前記受けブロッ
ク。
【請求項４】
　請求項３に記載の受けブロック（４）であって、リードの寸法上の許容度を補償する目
的で、許容度適応のための機構（７）を有し、該許容度適応のための機構（７）は、受け
ブロック（４）の限定壁（４ｂ）内に平行的に繰り込まれた少なくとも二つの弾性的ばね
弓またはばね性弾性弓（８）を、受けブロックの限定壁（４ｂ）内に含み、それぞれのば
ね弓（８）は挿入可能または挿入されたリード（１）の二つの側部方面（１ｄ）と応力フ
ィッティングを形成するのに適していることを特徴とする、前記受けブロック。
【請求項５】
　請求項３に記載された受けブロック（４）であって、受けブロック（４）が木管楽器の
マウスピース（２）と、または楽器の共振空洞と同一の材料から成ることを特徴とする、
前記受けブロック。
【請求項６】
　リードを、木管楽器内に保持するリガチャーであって、リガチャーの他の部分がマウス
ピース（２）と直接接触することを妨げる目的で、マウスピース（２）との間に接触領域
（１２ａ）が配置された少なくとも一つのスペーサー（１２）を有するスペーサー装置を
特徴とし、一つまたは複数のスペーサー（１２）またはスペーサー装置は木管楽器のマウ
スピース（２）または楽器の共振空洞と同一の材料で形成されており、一つまたは複数の
スペーサー（１２）は、それぞれ圧力ブロックまたは他の上側部分の少なくとも一つのエ
ッジ、および／または突起部として形成されていることを特徴とする、前記リガチャー。
【請求項７】
　リード（１）を、木管楽器のマウスピース（２）に締め付けるための固定ストラップ（
２０）であって、固定ストラップ（２０）はマウスピース（２）の周囲に巻き付くために
、可逆的に変形可能な、または弾性的な材質で形成され、弾性的帯（２１ａ）、金属板帯
、またはワイヤ部材として、好ましくは一つの部品として形成され、ここにおいて帯（２
１ａ）は、第一の端部（２１ｆ）、中央部（２１ｈ）および第二の端部（２１ｇ）を有し
ており、帯（２１ａ）は、マウスピース（２）を取り囲むまたは包含するために、屈曲可
能、または屈曲しており、少なくとも二つの端部（２１ｆ、２１ｇ）が、少なくとも一つ
の互いに直接結合するための機構（２１ｂ、２１ｃ）を有し、帯（２１ａ）の第一の端部
（２１ｆ）に結合するための少なくとも一つの機構が、長穴（２１ｂ）、または溝、また
は通路、または凹部、またはノッチであること、
帯（２１ａ）の第２の端部（２１ｇ）に結合するための前記少なくとも一つの機構が、ひ
とつの結合要素（２１ｃ）または相補的な対応ノッチを有し、これらのそれぞれは、長穴
（２１ｂ）または溝または通路または凹部またはノッチと結合するために、相補的に形成
されていること、および
所望の楽器のマウスピース（２）上またはその反対側での、固定プロセス（２４）または
固定ストラップ(２０)の固定運動のために、結合要素（２１ｃ）を、長穴（２１ｂ）また
は溝または通路または凹部によって形成されたガイドに沿って摺動または調節するための
調節螺子（２２）または他の手動で操作可能な調節要素を特徴とする、前記固定ストラッ
プ（２０）。 
【請求項８】
　請求項７に記載の固定ストラップ（２０）であって、平らに巻き戻され、または平らに
置かれた状態で、第一（２１ｆ）または第二（２１ｇ）の端部が、帯の長手方向軸（２１
ｅ）またはその中央部に対して１０度、または５～４０度の間の角度をなして配置される
ことを特徴とする、前記固定ストラップ。
【請求項９】
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　請求項７に記載の固定ストラップ（２０）であって、調節螺子（２２）が螺子山を含み
、該螺子山は第一の螺子山部（２２ａ）および第二の螺子山部（２２ｂ）を有しており、
第一（２２ａ）および第二（２２ｂ）螺子山部は互いに反対向きの回転の螺子山を有し、
クランプ（２１）は付属ナット（２３ａ、２３ｂ）をその第一及び第二の端部（２１ｆ、
２１ｇ）に有しており、第一の端部（２１ｆ）のナットは調節螺子（２２）の第二の螺子
山部（２２ｂ）と噛み合っており、および／または第二の端部（２１ｇ）のナットは第一
の螺子山部（２２ａ）と噛み合っている、前記固定ストラップ。
【請求項１０】
　請求項７に記載の固定ストラップ（２０）であって、リード（１）をマウスピース（２
）に固定する固定プロセス（２４）が、操作中に二つのナット（２３ａ、２３ｂ）の間の
距離が大きくなる調節螺子（２２）の操作によって実行されることを特徴とする、前記固
定ストラップ。
 
【請求項１１】
　請求項７に記載の固定ストラップ(２０)であって、上側部（１７）および／またはベア
リングアンカー（１７ａ）が、固定動作中、押圧可能またはマウスピース（２）の上に押
し付けられ得るように構成されることを特徴とする、前記固定ストラップ。
【請求項１２】
　リード（１）を、リガチャーを有するそしてそれは好ましくは受けブロック（４）を有
する、クラリネットおよびはサキソフォンを含む木管楽器のマウスピース（２）に装着す
る方法であって、以下のステップを特徴とする、前記方法。
―受けブロック（４）の中にまたはリガチャーの中に、あらかじめ定めた受けブロック（
４）またはリガチャーに対する相対的最終位置に、事前組立の構成（７、１９）を形成し
て、好ましくはリードの側部表面（１ｄ）に対する、応力フィッティング結合が受けブロ
ック（４）またはリガチャーとリード（１）との間で形成されるようにリード（１）を挿
入および／または滑入すること。
―事前組立の構成（７、１９）を、マウスピース（２）の上に、リードの先端エッジ（１
ａ）がマウスピースの先端エッジ（２ｂ）と面一の配置になるように押し込むこと。
―固定デバイス（５、２０）を操作して、リードの締め付け領域（１ｃ）において、リー
ドの底（１ｅ）をマウスピース（２）の担持表面（２ｄ）に押し付けること。
【請求項１３】
　クラリネットおよびサキソフォンを含む木管楽器のための、特に請求項１または２に記
載のリガチャーの使用であって、
リガチャーは受けブロック（４）を有し、捩れおよび／または滑りを防止して、リード（
１）上に押圧力を印加することによって、リード（１ｆ）の対称軸または長手方向軸（１
ｆ）がマウスピース（２）の担持表面の対称軸または長手方向軸と整列するように、リー
ド（１）をマウスピース（２）に締め付けるように設計されたものであり、
リード（１）と該リードを保持する受けブロック（４）とを有していて、リード（１）は
、受けブロック（４）またはリガチャーがマウスピース（２）に固定されるより前に、リ
ガチャーに対するあらかじめ定めた相対位置において、応力フィッティングの態様で、ま
たは形状フィッティング且つ応力フィッティングの態様で受けブロック（４）またはリガ
チャーと接合されている、マウスピース（２）に装着可能である事前組み立てされた組立
構造（７、１９）としての前記使用。
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